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Takahashi N，Nishihara Y．Educational practice using a clicker-based real-time classroom response system in the introduction to psychology course－Quantitative research
for university students－．Niigata Journal of Health and Welfare 19 1 8-13，2019

赤松久美子，浅田栄里子，髙橋直樹．教員養成課程における心理教育プログラム（その２）‐ オンライン集中学習会での取り組み‐．環太平洋大学研究紀要，18 255-261，2021

髙橋直樹．教員志望学生のICT活用力に関する調査．環太平洋大学研究紀要，19 129-134，2021

赤松久美子，浅田栄里子，髙橋直樹．教育心理コース学習会実践報告‐就業動機に与えた影響‐．環太平洋大学研究紀要，20 107-112，2022

髙橋直樹．マスク着用時における表情の認識に関する研究（第一報）．環太平洋大学研究紀要，20 151-153，2022

髙橋直樹．大学における授業の総合評価を規定する要因の分析．日本教育心理学会第62回総会，2020

髙橋直樹．保育者養成教育における音声の文字化機能活用による教育効果測定と授業プラン開発に関する研究．第9回日本保育者養成教育学会研究大会，2025

髙橋直樹．全国保育士養成協議会東北ブロック企画委員，2024

髙橋直樹．絵を描いた人の心を読み解く‐風景構成法の実際‐．柴田学園大学短期大学部 公開講座（前期），2024

髙橋直樹．心理学を使ってモチベーションを向上させよう‐勉強編‐．柴田学園大学短期大学部 公開講座（後期），2024

髙橋直樹，石本豪．保健・医療・福祉を学ぶための心理学概論．1-26，共立出版，2018

髙橋直樹，米谷淳．表情研究のための統合データベースの基本設計．ヒューマンインタフェース学会論文誌 3 4 249-258，2001

髙橋直樹．FACSを用いた表情の時系列分析とその展望．対人社会心理学研究 2 75-82，2002

髙橋直樹，大坊郁夫．幸福の表情表出における多様性と他者の存在の効果．日本顔学会誌 2 1 71-81，2002

大坊郁夫，磯友輝子，高橋直樹，橋本幸子．顔の形態特徴からのパーソナリティ特徴の認知．日本顔学会誌 2 1 97-110，2002

髙橋直樹，大坊郁夫．感情教示法と写真教示法による怒りと悲しみの表情表出と他者の存在の効果．対人社会心理学研究 3 65-72，2003

髙橋直樹，大坊郁夫．嫌悪と怒りの表情表出における他者の存在の効果．日本顔学会誌 3 1 13-21，2003

髙橋直樹，大坊郁夫．驚きの表情表出における他者の存在の効果‐感情教示法と写真教示法を用いて‐．対人社会心理学研究 4 67-73，2004

髙橋直樹，大坊郁夫．感情教示法と写真教示法による軽蔑の表情表出と他者の存在の効果．日本顔学会誌 5 1 67-74，2005

髙橋直樹，大坊郁夫．感情教示法を用いた幸福と怒りの表情表出における日韓比較．対人社会心理学研究 7 61-65，2007

小川一美，松田昌史，飯塚雄一，守﨑誠一，高橋直樹，横山ひとみ．非言語コミュニケーションのマルチ・チャネル的研究の推進を目指して．対人社会心理学研究 10 55-75，2010

 Takahashi N，Nishihara Y．Applied Educational Research in Medical Practical Exercise Courses Using a Real-time Response System．Niigata Journal of Health and
Welfare 15 1 56-65，2016

髙橋直樹，西原康行．リアルタイム授業応答システムを用いた診療報請求事務におけるアクティブ・ラーニングの教育実践研究．Medical Secretary 13 2 13-19，2016

髙橋直樹，淡島正浩，西原康行．リアルタイム授業応答システムを用いた医療事務の初年次講義科目資格試験対策演習科目の比較研究．Medical Secretary 14 2 2-7，2017

 髙橋直樹，米谷淳．日本人の表情に関する研究‐幸福、苦笑い、興味の表情分析‐．電子情報通信学会HCS，2000

髙橋直樹，米谷淳．日本人の表情に関する研究-フェイススコープによる表情撮影の検討．日本心理学会第64回大会，2000

 髙橋直樹．FACSによる時系列分析と表情のカテゴライズ．日本社会心理学会第42回大会，2001

  髙橋直樹．時系列的手法による感情分析―驚き、興味の感情分析―．日本グループ・ダイナミックス学会第49回大会，2001

髙橋直樹．日本人の表情に関する研究-表情の時系列モデル．日本心理学会第65回大会，2001

髙橋直樹，大坊郁夫．感情想起法と写真模写法における怒りの表情表出の比較．電子情報通信学会HCS，2002

 髙橋直樹．怒りの表情表出における他者の存在の効果．日本社会心理学会第43回大会，2002

髙橋直樹，大坊郁夫．表情表出における他者の存在の効果　―悲しみと怒りの表情の比較―．日本グループ・ダイナミックス学会第51回大会，2003

 髙橋直樹．驚きの表情表出における他者の存在の効果．日本社会心理学会第44回大会，2003

 髙橋直樹．恐れの表情表出における他者の存在の効果‐感情教示法と写真教示法を用いて‐．日本社会心理学会第45回大会，2004

 髙橋直樹．基本感情の表情表出における他者の存在の効果．日本社会心理学会第46回大会，2005

 髙橋直樹．感情教示法を用いた怒りの表情表出における日韓比較．日本社会心理学会第47回大会，2006

髙橋直樹，大坊郁夫．感情教示法を用いた幸福の表情表出における日韓比較．日本心理学会第70回大会，2006

髙橋直樹，大坊郁夫．日本人の表情表出に関する研究成果‐及びその問題と展望．電子情報通信学会HCS，2008

髙橋直樹, 阿部明美, 栗原弥生, 松井由美子．問題基盤型学習(PBL)を用いたテュートリアル教育における教育効果 ．第9回新潟医療福祉学会学術集会，2009

髙橋直樹．医療福祉コミュニケーションにおける表情の重要性について(1) : 表情認知における文脈の重要性に関する検討 ．第10回新潟医療福祉学会学術集会，2010

髙橋直樹．医療福祉コミュニケーションにおける表情の重要性について(2) : 特定の文脈における表情認知と社会的スキルの関係 ．第12回新潟医療福祉学会学術集会，2012

髙橋直樹．新潟医療福祉大学医療情報管理学科におけるメディカルクラーク®資格取得支援の取り組みについて : 第１報．第13回新潟医療福祉学会学術集会，2013

髙橋直樹．リアルタイム笑顔度センサ「スマイルスキャン・タブレット」を用いた笑顔度計測に関する研究．第14回新潟医療福祉学会学術集会，2014

髙橋直樹，西原康行．リアルタイム授業応答システムを用いた学生参加型の教育実践．日本教育実践学会第18回研究大会，2015

髙橋直樹．リアルタイム授業応答システムを用いた診療報酬請求事務の教育実践．日本医療秘書学会第13回学術大会，2016

Takahashi N．The Japanese model of human facial expressions．31st International Congress of Psychology，2016

Takahashi N．The analysis of items related to teaching evaluation questionnaire in the university students．31st International Congress of Psychology，2016

髙橋直樹，松井由美子，村田憲章，真柄彰．日本国内における多職種間連携教育と、その研究に関する近年の動向について．第17回新潟医療福祉学会学術集会，2017

髙橋直樹．フジテレビジョン「情報プレゼンター とくダネ」出演，2005（不定期出演）

髙橋直樹．新潟医療福祉大学「ベストティーチャー・オブザイヤー」，2008，2012，2015

髙橋直樹．日本放送協会「すイエんサー」出演，2011-2016（不定期出演）

髙橋直樹．新潟県新潟市主催（主管:北区役所健康福祉課）児童期思春期講座，2012

髙橋直樹．新潟県看護教員養成講習会「青年心理学」，2013，2016

森泉哲也，髙橋直樹．文部科学省委託事業「スーパー食育スクール事業」，2014-2016

髙橋直樹．日本放送協会「オトナエノベル」出演，2016（不定期出演）

論 文
( 査 読 有 り 雑 誌 等 )
(2019 ～ 2024 年 度 )

学 会 発 表
(2018 年 度 以 前 )

そ の 他 の 活 動
(2018 年 度 以 前 )

学 会 発 表
(2019 ～ 2024 年 度 )

著 書
(2018 年 度 以 前 )

論 文
( 査 読 有 り 雑 誌 )
(2018 年 度 以 前 )

そ の 他 の 活 動
(2019 ～ 2024 年 度 )


